
(57)【要約】
【課題】スティルベン化合物であるレスベラトロールをイタドリ（ Reynoutria japonica 
Houtt.var.japnica）根の抽出物から安価に選択的且つ効率良く濃縮・回収すること。
【解決手段】イタドリ（ Reynoutria japonica Houtt.var.japnica）根をエタノールなど
の親水性極性溶媒と水の混液で抽出し、細孔直径のピークが 25～ 40Å付近の活性炭に吸着
させ低級アルコールや酢酸エチルなどの極性溶媒で脱離させることにより、レスベラトロ
ールを選択的に高収率で得ることができる精製法である。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
イ タ ド リ 根 抽 出 物 を 含 む エ タ ノ ー ル と 水 の 混 液 を 細 孔 直 径 の ピ ー ク が 25～ 40Å の 活 性 炭 に
吸 着 さ せ 、 極 性 溶 媒 で 脱 離 さ せ る こ と を 特 徴 と す る イ タ ド リ 根 抽 出 物 由 来 の レ ス ベ ラ ト ロ
ー ル 精 製 法 。
【 請 求 項 ２ 】
活 性 炭 へ の 吸 着 時 の ア ル コ ー ル 濃 度 が 25～ 60％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の イ
タ ド リ 根 抽 出 物 由 来 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 精 製 法 。
【 請 求 項 ３ 】
活 性 炭 か ら の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 脱 離 液 が 、 80％ 以 上 の 低 級 ア ル コ ー ル 及 び 酢 酸 エ チ ル で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 及 び 請 求 項 ２ 記 載 の イ タ ド リ 根 抽 出 物 由 来 レ ス ベ ラ ト
ロ ー ル 精 製 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 1～ 請 求 項 ３ に 記 載 の イ タ ド リ 根 抽 出 物 由 来 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 精 製 法 に よ り 得 ら れ
た レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 配 合 し て な る こ と を 特 徴 と す る 化 粧 料 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ タ ド リ 根 に 含 ま れ る ポ リ フ ェ ノ ー ル 、 特 に ス テ ィ ル ベ ン 化 合 物 で あ る レ ス
ベ ラ ト ロ ー ル を 選 択 的 且 つ 効 率 良 く 濃 縮 ・ 回 収 す る 方 法 、 及 び そ の 精 製 物 を 配 合 し て な る
化 粧 料 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
バ タ ー や 肉 類 な ど を 多 く 使 用 す る フ ラ ン ス 料 理 を 食 べ て い る に も か か わ ら ず フ ラ ン ス 人 に
動 脈 硬 化 を 起 因 と す る 心 臓 病 や 癌 で の 死 亡 率 が 低 く 、 更 に 老 人 性 痴 呆 症 の 発 症 率 も 低 い （
フ レ ン チ ・ パ ラ ド ッ ク ス ） の は 、 フ ラ ン ス 料 理 と 共 に 赤 ワ イ ン が 常 に 飲 ま れ て い る た め で
あ る と 言 わ れ 、 赤 ワ イ ン 中 の ポ リ フ ェ ノ ー ル 類 の 抗 酸 化 作 用 や LDL-コ レ ス テ ロ ー ル の 低 下
作 用 が そ の 一 因 と 考 え ら れ て い る 。 赤 ワ イ ン 中 の ポ リ フ ェ ノ ー ル と し て は 、 ア ン ト シ ア ニ
ン や プ ロ ア ン ト シ ア ニ ジ ン の 関 与 が よ く 知 ら れ て い る が 、 近 年 、 ワ イ ン の ポ リ フ ェ ノ ー ル
の 1種 で あ る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 研 究 に お い て 、 抗 酸 化 活 性 、 血 小 板 凝 集 抑 制 活 性 、 癌 細
胞 に 対 す る 細 胞 毒 性 、 エ ス ト ロ ジ ェ ニ ッ ク 活 性 、 神 経 保 護 作 用 、 COX-2阻 害 活 性 な ど の 有
効 性 が 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
更 に 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 、 コ レ ス テ ロ ー ル で あ る LDL-コ レ ス テ ロ ー ル の 酸 化 阻 害 に よ る
動 脈 硬 化 予 防 効 果 、 痴 呆 症 や ア ル ツ ハ イ マ ー 症 予 防 効 果 を 示 す こ と に よ り 注 目 を 集 め て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 外 用 の 効 果 と し て 、 コ ラ ー ゲ ン 合 成 を 刺 激 す る 薬 剤 と し て 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 提
示 し て い る 。 更 に 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ス チ ル ベ ン の 構 造 を 有 す る 化 合 物 は 美 白 効 果 を 有 す る
た め 美 白 化 粧 料 へ の 配 合 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 、 赤 ワ イ ン や 赤 ブ ド ウ 果 汁 に 含 ま れ て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か
し 、 ブ ド ウ や ワ イ ン に お け る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 含 量 は 低 く 、 和 田 ら の 分 析 （ 非 特 許 文 献 ３
記 載 ） で は 、 果 実 2.3μ g/g、 種 子 15.20μ g/g、 果 皮 0.20μ g/g、 赤 ワ イ ン 3.42μ g/mL、 白
ワ イ ン 0.39μ g/mL、 果 汁 0.2～ 0.87μ g/mLで あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 、 ブ ド ウ の ほ か 、 ラ ッ カ セ イ や イ タ ド リ に 含 ま れ て い る こ と が
知 ら れ て い る 。 ラ ッ カ セ イ に お い て 、 種 子 中 に 0.089～ 0.147μ g/g、 種 皮 中 に 5.55～ 6.91
μ g/g含 ま れ て い る 。 本 発 明 者 ら は 、 イ タ ド リ 根 乾 燥 物 中 に レ ス ベ ラ ト ロ ー ル が 3～ 6mg/g
と い う 高 濃 度 を 含 有 し て い る こ と を 確 認 し た 。 そ の 濃 度 は 、 ブ ド ウ や ワ イ ン に 比 べ て 1000
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倍 近 い 数 値 を 示 し た 。 し か し 、 抽 出 液 に は ア ン ト ラ キ ノ ン 系 の 化 合 物 を 含 有 す る た め 、 着
色 が 濃 く 、 化 粧 料 な ど の 製 剤 へ の 配 合 に は 限 界 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 有 効 な 量 を 配 合 す る こ と は 、 ブ ド ウ 果 皮 や 葉 か ら 抽 出 す る と し て も 、
大 量 の ブ ド ウ 果 皮 や 葉 が 必 要 で あ る た め 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 含 有 量 が 多 い イ タ ド リ 根 を 利
用 す る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、 イ タ ド リ 根 抽 出 液 は 、 共 存 し て い る ア ン ト ラ キ ノ ン 類 （
Polygonin、 Emodin、 Emodinmonomethyleher、 Chrysophanolな ど ） に よ る 着 色 が 濃 く 、 精
製 せ ず に 有 効 量 の 配 合 は 困 難 で あ っ た 。 こ の よ う な こ と か ら レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 選 択 的 に
高 濃 度 化 す る こ と が 望 ま れ て い た 。 こ こ で ， 理 論 的 に は 吸 着 樹 脂 を 使 用 し ， 極 性 の 比 較 的
低 い 物 質 を 吸 着 し ， 溶 媒 を 使 用 し 選 択 的 に 溶 出 す る こ と が 考 え ら れ る が ， 樹 脂 塔 の 建 設 や
吸 着 樹 脂 が 必 要 で あ り ， コ ス ト が 高 く な る 難 点 が あ る 。 従 来 ， レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 植 物 材
料 か ら 安 価 に ， 選 択 的 濃 縮 ・ 回 収 す る 方 法 は 知 ら れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 回 収 方 法 と し て 、 ワ イ ン や ブ ド ウ 果 汁 に 酵 母 を 接 触 さ せ る 方 法 で レ ス
ベ ラ ト ロ ー ル が ワ イ ン 中 よ り 400倍 近 い 濃 度 に 濃 縮 さ れ る こ と を 考 案 し て い る 。 し か し 、
そ の 菌 体 当 た り の 濃 度 は 122μ g/gの も の が 出 来 て い る が 、 果 汁 100Lか ら 得 ら れ る 菌 体 は 26
00gで あ り 、 菌 体 に 対 す る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 濃 度 は 高 い も の の 25Lの 果 汁 か ら は 基 質 と す る
ワ イ ン や ブ ド ウ 果 汁 中 の 初 期 濃 度 に 依 存 す る た め 、 0.32gの レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 得 た に 過
ぎ ず 、 更 に 高 濃 度 ・ 高 収 率 ・ 高 選 択 率 で レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 得 る 方 法 が 期 待 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 11－ 322577号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 2502318号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 化 学 と 生 物 、 Vol.41、 No.4、 p232～ 239（ 2003） 」
【 非 特 許 文 献 ２ 】 「 食 品 と 開 発 、 Vol.36、 No.3、 p50～ 53」 」
【 非 特 許 文 献 ３ 】 「 日 本 家 政 学 会 誌 、 Vol.51、 No.3、 p235-240(2000)」
【 非 特 許 文 献 ４ 】 「 果 樹 試 報 、 Vol.34、 p1～ 15(2000)」
【 非 特 許 文 献 ５ 】 「 日 本 食 品 科 学 工 学 会 誌 、 Vol.50、 No.12、 p570～ 573（ 2003） 」
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
イ タ ド リ 根 に 多 量 に 存 在 す る ス テ ィ ル ベ ン 化 合 物 で あ る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を ， 安 価 に 選 択
的 且 つ 効 率 良 く 濃 縮 ・ 回 収 す る こ と が ， 本 発 明 の 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 者 は ， 種 々 の 精 製 法 を 検 討 し た 結 果 、 イ タ ド リ 根 抽 出 物 を 細 孔 直 径 の ピ ー ク が 25～
40Å 付 近 の 活 性 炭 に 吸 着 さ せ 低 級 ア ル コ ー ル や 酢 酸 エ チ ル な ど の 極 性 溶 媒 で 脱 離 さ せ る こ
と に よ り 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 選 択 的 な 脱 離 を 用 い て 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 高 収 率 で 、 着
色 成 分 を 高 率 で 除 去 で き る こ と を 見 出 す こ と に よ り 本 発 明 に 到 達 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
即 ち ， 本 発 明 は イ タ ド リ 根 を 25～ 60％ ア ル コ ー ル 溶 液 で 抽 出 し 、 25～ 60％ ア ル コ ー ル 濃 度
で 細 孔 直 径 の ピ ー ク が 25～ 40Å 付 近 の 活 性 炭 に 吸 着 さ せ 、 次 い で 、 80％ 以 上 の 低 級 ア ル コ
ー ル 溶 液 又 は 酢 酸 エ チ ル で 吸 着 分 を 脱 離 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ り ， 抗 酸 化 性 が 高 く ， 抗 癌 性 ， 動 脈 硬 化 予 防 効 果 ， 血 栓 症 予 防 効 果 が 高 く ， 皮
膚 に 対 し て コ ラ ー ゲ ン 産 生 能 や 美 白 作 用 な ど の 有 効 性 を 有 す る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル が イ タ ド
リ 根 か ら 安 価 で 且 つ 、 容 易 に 選 択 的 に 抽 出 す る こ と が 可 能 に な り 、 化 粧 料 や 栄 養 補 助 食 品
な ど 広 い 応 用 が 期 待 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
イ タ ド リ 根 に 多 量 に 存 在 す る ス テ ィ ル ベ ン 化 合 物 で あ る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 、 選 択 的 且 つ
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効 率 良 く 濃 縮 ・ 回 収 し 、 し か も 安 価 に 精 製 し 、 そ の 精 製 物 を 配 合 し た 抗 シ ワ 用 外 用 剤 を 実
現 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 に ， 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 に 用 い る 事 が 出 来 る イ タ ド リ （ Reynoutria jap
onica Houtt.var.japnica） は 、 タ デ 科 で 日 本 全 土 の よ く 日 の あ た る 乾 燥 し た 土 手 や 道 ば
た に 生 育 す る 多 年 草 で あ る 。 筍 状 の 赤 い 若 芽 を 塩 で も み 、 生 食 、 味 噌 和 え な ど に し て 食 べ
る 。 薬 用 と し て は 根 が 用 い ら れ 、 虎 杖 根 と 言 わ れ て い る 。 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 含 有 す る ハ
チ ジ ョ ウ イ タ ド リ （ Reynoutria japonica Houtt.var.terminalis　 Honda） や オ オ イ タ ド
リ （ Reynoutria sachalinensis Nakai） な ど イ タ ド リ 属 植 物 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い
。
【 ０ ０ １ ５ 】
レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の イ タ ド リ 根 か ら の 抽 出 は 、 含 水 メ タ ノ ー ル 、 含 水 エ タ ノ ー ル 及 び 含 水
プ ロ パ ノ ー ル や 含 水 1,3-ブ チ レ ン グ リ コ ー ル な ど で 可 能 で あ る が 、 化 粧 料 や 食 品 へ の 使 用
を 考 え る と 含 水 エ タ ノ ー ル や 含 水 1,3-ブ チ レ ン グ リ コ ー ル が 好 ま し い 。 含 水 率 は 、 0～ 99
％ ま で 利 用 で き 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 抽 出 液 の ろ 過 状 態 や レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 抽 出 率 か
ら 、 含 水 率 は 30～ 80％ が 好 ま し く 、 特 に 40～ 75％ が 好 ま し い 。 ま た 、 抽 出 温 度 は 0～ 30℃
で 2日 以 上 若 し く は 、 約 60℃ で 、 ３ ～ ５ 時 間 で 抽 出 は 十 分 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 活 性 炭 は 、 木 粉 （ お が く ず ） 、 ヤ シ 殻 、 石 炭 、 ピ ッ チ 、 コ ー ク ス な ど の 植 物 質 や
鉱 物 質 の 各 種 炭 素 質 材 料 を 炭 化 し 、 賦 活 す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。 内 部 に 無 数 の 微 細
孔 を 有 し 、 そ の 面 積 は 1g あ た り 約 800 ～ 1800m 2 に も 及 び 、 こ の 無 数 の 微 細 孔 が 気 相 、 液
相 中 の 物 質 の 異 臭 を 吸 着 す る 。 製 造 方 法 に は 、 塩 化 亜 鉛 法 （ 薬 品 賦 活 法 ） 、 水 蒸 気 法 ， 造
粒 法 、 破 砕 法 な ど が あ る 。 水 蒸 気 法 は 、 出 発 原 料 を 炭 化 後 ， 賦 活 性 ガ ス （ 水 蒸 気 、 炭 酸 ガ
ス 、 空 気 な ど ） を 800 ～ 1000 ℃ に 昇 温 さ せ 、 ガ ス 化 反 応 に よ っ て 多 孔 性 構 造 を 形 成 さ せ
る 方 法 で あ る 。 塩 化 亜 鉛 法 は 各 種 溶 液 に 対 す る 脱 色 力 は 大 き い 。 粉 状 活 性 炭 は ， 応 用 分 野
が 広 い 。 そ の 中 で 、 染 色 中 間 物 、 写 真 薬 、 め っ き 、 ク リ ー ニ ン グ 、 油 脂 な ど に 使 わ れ る 工
業 薬 品 用 途 が 35 ％ 程 度 を 占 め 、 も っ と も 多 く な っ て い る 。 次 い で 、 上 ・ 下 水 道 ， 排 水 処
理 な ど の 水 処 理 用 途 が 30 ％ 強 を 占 め て い る 。 そ の 他 と し て は 、 ア ミ ノ 酸 脱 色 用 、 水 あ め
・ ブ ド ウ 糖 等 の デ ン プ ン 糖 脱 色 用 、 医 薬 品 （ 抗 生 物 質 等 の 医 薬 品 精 製 用 ） 、 清 酒 ・ 合 成 酒
の 醸 造 用 、 食 品 工 業 な ど の 用 途 で 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
水 蒸 気 法 に よ る 微 細 孔 は 、 15～ 25Å の 細 か い 細 孔 が 形 成 さ れ る と い わ れ る 。 そ の 活 性 炭 と
し て 、 日 本 エ ン バ イ ア ロ ケ ミ カ ル ズ の 白 鷺 A、 白 鷺 C、 白 鷺 M、 白 鷺 Pや 二 村 化 学 の 太 閤 Kタ
イ プ や 太 閤 Pタ イ プ や 太 平 化 学 産 業 の 梅 蜂 印 、 MA印 な ど が こ れ に 相 当 す る 。 そ れ に 対 し て
、 塩 化 亜 鉛 法 （ 薬 品 賦 活 法 ） で は 、 25～ 40Å 付 近 の 比 較 的 大 き な 細 孔 を 持 つ 活 性 炭 が で き
る 。 日 本 エ ン バ イ ア ロ ケ ミ カ ル ズ の カ ル ボ ラ フ ィ ン 、 強 力 白 鷺 、 精 製 白 鷺 、 特 製 白 鷺 や 二
村 化 学 の 太 閤 Sタ イ プ が こ れ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お け る 活 性 炭 へ の 吸 着 は 、 通 常 の 吸 着 作 用 に 依 存 し 、 エ タ ノ ー ル な ど の 低 級 ア ル
コ ー ル 濃 度 が 低 い ほ う が 、 レ ス ベ ラ ロ ー ル の 吸 着 率 は 高 い 。 低 級 ア ル コ ー ル 濃 度 が 、 高 く
な れ ば 接 触 さ せ る 活 性 炭 量 を 増 や す こ と に よ っ て レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 吸 着 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。 そ し て 、 本 発 明 で は 、 吸 着 力 が 高 い と 脱 離 量 が 少 な く な る 為 、 吸 着 時 の エ タ
ノ ー ル 等 の 低 級 ア ル コ ー ル 濃 度 は 、 ０ ～ ８ ０ ％ が 好 ま し く 、 更 に 、 ２ ５ ～ ６ ０ ％ が 特 に 好
ま し い 。 吸 着 に 要 す る 時 間 は 、 室 温 で も 30分 以 上 緩 く 攪 拌 す れ ば 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に お け る 活 性 炭 か ら の レ ス ベ レ ト ロ ー ル の 選 択 的 な 脱 離 は 、 80%以 上 の エ タ ノ ー ル
な ど の 低 級 ア ル コ ー ル 水 溶 液 か ら 酢 酸 エ チ ル の よ う な 有 機 溶 媒 を 用 い て も 選 択 的 な 脱 離 は
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の 方 法 に て 得 ら れ た イ タ ド リ 根 抽 出 物 質 由 来 の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 化 粧 品 へ
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の 配 合 料 は 、 有 効 量 で あ れ ば 特 に 制 限 は 無 く 、 乾 燥 重 量 と し て ０ ． ０ ０ ０ １ 重 量 ％ ～ １ 重
量 ％ が 好 ま し く 、 更 に 好 ま し く は ０ ． ０ ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． １ 重 量 ％ で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 ， 実 施 例 を 示 し ， 本 発 明 を 更 に 具 体 的 に 説 明 す る が ， 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 験 例 １ ： イ タ ド リ 根 か ら の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 抽 出
イ タ ド リ 根 （ 新 和 物 産 ） 30gに 対 し て 300mLの 溶 媒 を 加 え て 抽 出 を 行 な っ た 。 溶 媒 と し て 30
％ 、 50％ 、 70％ 、 90％ エ タ ノ ー ル 溶 液 及 び 50%メ タ ノ ー ル を 用 い た 。 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の
定 量 の た め 、 室 温 放 置 は 、 １ 、 ３ 、 ５ 、 ７ 、 ９ 日 目 に 一 部 を 取 り 出 し 、 50℃ 放 置 は 、 ３ 、
５ 時 間 後 に 一 部 を 取 り 出 し た 。 ろ 過 （ ADVANTEC No.131） 後 、 溶 液 を 分 析 用 試 料 と し た 。
＜ 分 析 条 件 ＞
カ ラ ム ： DAISOPAK　 SP-120-5-ODS-BP
溶 出 液 ： ア セ ト ニ ト リ ル ／ リ ン 酸 緩 衝 液 (pH2.6)＝ ３ ／ ７
流 速 ： 1.0ml/min
検 出 器 ： UV310nm
注 入 量 ： 5mL
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
表 １ 、 ２ よ り 、 ア ル コ ー ル 濃 度 は 、 50～ 70％ で 収 率 良 く レ ス ベ ラ ト ロ ー ル が 抽 出 さ れ て い
る 。 ま た 、 ア ル コ ー ル の 種 類 に は あ ま り 影 響 な い 。 ろ 過 状 態 は 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が 高 く な
る と ス ム ー ズ で あ る 。 化 粧 料 や 経 口 製 品 に 利 用 を 考 え る と 50～ 70％ エ タ ノ ー ル に よ る 抽 出
が 好 ま し い こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ に 示 し た 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ チ ャ ー ト で 、 ピ ー ク ５ が レ ス ベ ラ ト ロ ー ル で あ り 、 ピ ー
ク ６ が 437nmに も 吸 収 を 有 す る 着 色 成 分 で あ り 、 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ で も こ の よ う に 保 持
時 間 が 近 く 、 分 離 が 困 難 で あ る こ と が 伺 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 験 例 ２ ： ダ イ ア イ オ ン HP-20（ 三 菱 化 学 ） カ ラ ム に よ る 精 製
イ タ ド リ 根 の 20gを エ タ ノ ー ル 200mLで 1週 間 抽 出 を 行 っ た イ タ ド リ 根 エ タ ノ ー ル 抽 出 液 40m
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Lに 水 60mLを 加 え た も の を 40v/v%エ タ ノ ー ル 溶 液 で 平 衡 化 し た HP-20(φ =20mm、 h=400mm)カ
ラ ム に 供 し た 。 40v/v%、 60v/v%そ し て 95v/v%の エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 各 300mL） で 順 じ 溶 出 を
行 い 、 溶 媒 を 留 去 後 、 50v/v%エ タ ノ ー ル 40mLに 溶 解 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 験 例 ３ ： DMS（ ジ メ チ ル ク ロ ル シ ラ ン 被 覆 シ リ カ ） （ 富 士 シ リ シ ア 化 学 ） カ ラ ム に よ る
精 製
イ タ ド リ 根 の 20gを エ タ ノ ー ル 200mLで 1週 間 抽 出 を 行 っ た イ タ ド リ 根 エ タ ノ ー ル 抽 出 液 40m
Lに 水 60mLを 加 え た も の を 40v/v%エ タ ノ ー ル 溶 液 で 平 衡 化 し た DMS(φ =20mm、 h=300mm)カ ラ
ム に 供 し た 。 40v/v%、 60v/v%そ し て 95v/v%の エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 各 300mL） で 順 じ 溶 出 を 行
い 、 溶 媒 を 留 去 後 、 50v/v%エ タ ノ ー ル 40mLに 溶 解 し HPLC試 料 溶 液 と し た 。 次 い で 、 上 記 エ
タ ノ ー ル 抽 出 物 20mLに 80mLを 加 え た も の を 20v/v%エ タ ノ ー ル 溶 液 で 平 衡 化 し た DMS(φ =20m
m、 h=300mm)カ ラ ム に 供 し た 。 20v/v%、 30v/v%（ 溶 出 前 半 部 、 後 半 部 に 分 け て 分 取 し た ）
そ し て 40v/v%の エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 各 300mL） で 順 じ 溶 出 を 行 い 、 溶 媒 を 留 去 後 、 50v/v%エ
タ ノ ー ル 40mLに 溶 解 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 験 例 ４ ： ODS（ オ ク タ デ シ ル シ ラ ン 被 覆 シ リ カ ） （ 富 士 シ リ シ ア 化 学 ） カ ラ ム に よ る 精
製
イ タ ド リ 根 の 20gを エ タ ノ ー ル 200mLで 1週 間 抽 出 を 行 っ た イ タ ド リ 根 エ タ ノ ー ル 抽 出 液 20m
Lに 80mLを 加 え た も の を 20v/v%エ タ ノ ー ル 溶 液 で 平 衡 化 し た ODS(φ =20mm、 h=300mm)カ ラ ム
に 供 し た 。 20v/v%、 30v/v%そ し て 40v/v%の エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 各 300mL） で 順 じ 溶 出 を 行 い
、 溶 媒 を 留 去 後 、 50v/v%エ タ ノ ー ル 20mLに 溶 解 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
表 ３ よ り 、 HP-20で は 、 60％ エ タ ノ ー ル 、 DMSで は 30％ エ タ ノ ー ル 、 ODSで は 40％ エ タ ノ ー
ル 溶 出 画 分 に 集 中 し て い た 。 し か し 、 着 色 成 分 も 同 じ 溶 出 画 分 に 見 ら れ た 。 従 来 、 分 離 が
困 難 な 成 分 に 関 し て は 、 ODSカ ラ ム な ど を 用 い る 場 合 が 多 い が 、 こ れ ら の 方 法 で は 、 選 択
的 な 分 離 は 困 難 で あ る こ と が 判 明 し た 。 こ こ で 、 特 開 平 10－ 120546で イ タ ド リ 抽 出 液 よ り
DAIAION　 HP-20を 用 い て 、 精 製 を 行 い 、 40％ エ タ ノ ー ル 溶 出 画 分 に 美 白 作 用 の 強 い 成 分 を
得 る と し て い る が 、 発 明 者 ら の 検 討 で は 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 60％ エ タ ノ ー ル で 溶 出 し て
お り 、 成 分 的 に は 異 な る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 験 例 ５ ： DMSカ ラ ム で フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ー を 用 い た 分 画
イ タ ド リ 根 の 30％ エ タ ノ ー ル 室 温 抽 出 物 100mLに 精 製 水 50mLを 加 え (抽 出 液 中 の エ タ ノ ー ル
濃 度 を 20％ に す る )、 ろ 過 し た も の を ク ロ マ ト レ ッ ク ス DMSカ ラ ム （ 50g、 φ =20mm、 330mm
） に 供 し た 。 カ ラ ム は 、 エ タ ノ ー ル で 洗 浄 後 、 20％ エ タ ノ ー ル で 平 衡 化 し た 。 試 料 を 通 し
、 次 い で 300ｍ Lの 20％ エ タ ノ ー ル を 通 し た 。 30％ エ タ ノ ー ル 300mLで 溶 出 す る 部 分 を 約 10m
Lず つ 分 取 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 2に 示 し た よ う に 、 310nmで 示 し た レ ス ベ ラ ト ロ ー ル と 437nmで 示 し た 着 色 成 分 の ピ ー ク
は 、 ほ と ん ど 一 致 し て お り レ ス ベ ラ ト ロ ー ル と 着 色 成 分 の 選 択 的 分 離 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
実 験 例 ６ ： 活 性 炭 に 対 す る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 吸 着
イ タ ド リ 根 抽 出 液 70％ エ タ ノ ー ル 抽 出 液 に 水 を 加 え て エ タ ノ ー ル 濃 度 10～ 35％ の 溶 液 を 調
製 し た 。 イ タ ド リ 根 70％ エ タ ノ ー ル 抽 出 液 を 等 量 の 水 で 調 製 し た 35％ エ タ ノ ー ル 液 に 対 し
て 1％ 量 の MA印 活 性 炭 （ 太 平 化 学 産 業 ） を 加 え た 。 そ の 他 の 希 釈 倍 率 に 関 し て は 、 35％ エ
タ ノ ー ル の 固 形 分 ： 活 性 炭 量 に 相 当 す る 量 の 活 性 炭 を 添 加 し た 。 室 温 下 、 と き ど き 攪 拌 し
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、 30分 後 に ろ 過 を 行 い 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル 量 を HPLCに て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 ４ 】
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
表 ４ の 結 果 よ り 、 未 吸 着 の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 、 エ タ ノ ー ル 濃 度 が 低 く な る ほ ど 低 下 す る
。 す な わ ち 、 エ タ ノ ー ル 濃 度 が 低 く な る ほ ど 活 性 炭 へ の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 吸 着 能 は 高 く
な る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
実 験 例 ７ ： 25％ エ タ ノ ー ル で 吸 着 さ せ た 活 性 炭 か ら の 吸 着 ・ 脱 離
イ タ ド リ 根 50%エ タ ノ ー ル 抽 出 液 25mLに 等 容 量 の 水 を 加 え て 、 25%エ タ ノ ー ル 濃 度 と し 、 1%
に 当 た る 活 性 炭 （ 太 平 化 学 製 MA印 ） を 加 え 、 30分 間 吸 着 さ せ 、 各 種 濃 度 の エ タ ノ ー ル 溶 液
50mLで 連 続 的 に 吸 着 分 を 溶 出 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 ５ 】
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
表 ５ の 結 果 よ り 、 エ タ ノ ー ル 濃 度 を 増 や し て い く 毎 に レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 抽 出 率 は 増 加 す
る 傾 向 示 し た が 、 す べ て の 溶 出 分 を 合 わ せ て も 総 回 収 率 は 33.3％ し か な く 、 十 分 な 回 収 率
と は 言 い が た い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
実 験 例 ８ ： 25％ エ タ ノ ー ル で 吸 着 さ せ た 活 性 炭 か ら の 吸 着 ・ 脱 離
イ タ ド リ 根 50％ エ タ ノ ー ル 抽 出 25mLに 等 容 量 の 水 を 加 え て 、 25%エ タ ノ ー ル 濃 度 と し 、 各
種 活 性 炭 を 1％ 投 入 し 、 30分 間 吸 着 さ せ 、 25％ エ タ ノ ー ル 25mLで 洗 浄 、 99.5%エ タ ノ ー ル 又
は 酢 酸 エ チ ル で 抽 出 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
表 ６ よ り 、 MA印 及 び 白 鷺 Aに レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 良 く 吸 着 す る が 、 脱 離 は 十 分 で な く 、 レ
ス ベ ラ ト ロ ー ル の 回 収 率 は 低 か っ た 。 粒 状 白 鷺 KLは 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 吸 着 も こ の 割 合
で は 、 十 分 で は な く 、 そ れ に よ っ て 脱 離 し て 得 ら れ る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 回 収 率 は 十 分 で
は な か っ た 。 そ れ に 対 し て 、 カ ル ボ ラ フ ィ ン と 太 閤 S1000は 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 良 く 吸
着 し 、 脱 離 も 良 く 、 そ れ に よ っ て レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 回 収 率 は 高 く な っ た 。 回 収 率 の 低 か
っ た MA印 と 白 鷺 Aと 回 収 率 の 高 か っ た カ ル ボ ラ フ ィ ン と 太 閤 S1000と の 違 い は 、 細 孔 サ イ ズ
が 前 者 は 平 均 20μ mく ら い で 、 後 者 は 平 均 30μ mく ら い で 細 孔 サ イ ズ が 大 き い 活 性 炭 が イ タ
ド リ 根 抽 出 液 か ら レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を 選 択 的 に 精 製 に 有 効 で あ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
実 験 例 ９ ： 50％ エ タ ノ ー ル で 吸 着 さ せ た 活 性 炭 か ら の 吸 着 ・ 脱 離
イ タ ド リ 根 50％ EtOH抽 出 に 各 種 活 性 炭 を 各 種 条 件 で 投 入 後 、 50％ EtOHで 洗 浄 後 、 95%エ タ
ノ ー ル で 抽 出 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
表 ７ よ り 、 イ タ ド リ 根 50％ エ タ ノ ー ル 抽 出 液 は 、 表 ５ と 同 じ よ う に 細 孔 サ イ ズ の 小 さ な 活
性 炭 で は 、 回 収 率 が 低 く 、 細 孔 サ イ ズ が 大 き い 活 性 炭 で 回 収 率 が 高 か っ た 。 細 孔 サ イ ズ の
大 き い 活 性 炭 で あ る カ ル ボ ラ フ ィ ン を 用 い 、 活 性 炭 量 の 検 討 を 行 っ た 結 果 、 6％ 以 上 で は
活 性 炭 か ら の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 脱 離 が 悪 く 、 １ 、 ２ ％ で は 吸 着 量 が 少 な く 、 ３ ～ ４ ％ の
活 性 炭 量 が 好 ま し い こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 回 収 率 と 選 択 性 の 確 認
実 験 例 １ ０ ： イ タ ド リ 根 300gを 50％ エ タ ノ ー ル 3000mLで 室 温 下 、 ４ 日 間 抽 出 し た 。 ろ 過 （
ADVANTEC
No.131） で ろ 過 を 行 い 、 ろ 液 （ 2800mL(2.542kg)） を 得 た 。 活 性 炭 （ 太 閤 FC） 84ｇ を 投 入
し 、 室 温 下 、 30分 間 、 緩 く 攪 拌 し た 後 、 ろ 過 、 (ADVANTEC No.131)し た 後 、 50％ エ タ ノ ー
ル 1500mLで 洗 浄 し た 。 ろ 過 残 査 に 95％ エ タ ノ ー ル 2000mLを 加 え 、 10分 間 放 置 し た 後 、 ろ 過
(ADVANTEC
No.131)を 行 い 、 95％ エ タ ノ ー ル 2000mLで 更 に ２ 回 洗 浄 し た 。 ろ 液 を 集 め 、 ろ 過 （ MF:0.45
μ ｍ ） を 行 っ た 。 溶 媒 を 留 去 し 、 50％ エ タ ノ ー ル 3000mLに 溶 解 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
実 験 例 １ １ ： イ タ ド リ 根 100gを 50％ エ タ ノ ー ル 1000mLで 室 温 下 、 ４ 日 間 抽 出 し た 。 ろ 過 （
ADVANTEC
No.131） を 行 い 、 ろ 液 （ 933mL(0.847kg)） を 得 た 。 等 量 の 水 を 加 え 、 室 温 下 、 1日 放 置 後
、 ろ 過 (ADVANTEC No.131)を 行 っ た 。 活 性 炭 （ 太 閤 FC） 18.7ｇ を 投 入 し 、 室 温 下 、 30分 間
、 緩 く 攪 拌 し た 後 、 ろ 過 、 (ADVANTEC No.131)し た 後 、 50％ エ タ ノ ー ル 1500mLで 洗 浄 し た
。 ろ 過 残 査 に 95％ エ タ ノ ー ル 1500mLを 加 え 、 10分 間 放 置 し た 後 、 ろ 過 (ADVANTEC
No.131)を 行 い 、 95％ エ タ ノ ー ル 1500mLで 更 に ２ 回 洗 浄 し た 。 ろ 液 を 集 め 、 ろ 過 （ MF:0.45
μ ｍ ） を 行 っ た 。 溶 媒 を 留 去 し 、 50％ エ タ ノ ー ル 1000mLに 溶 解 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 表 ８ 】
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
表 ８ に 示 し た よ う に 実 験 例 ８ は 、 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル の 回 収 率 が 約 60％ 、 実 験 例 ９ の 回 収 率
が 75.4％ と 良 好 な 結 果 を 得 た 。 着 色 に 関 し て は 、 未 処 理 に 対 し て 、 実 験 例 ８ は 約 40分 の 1
に 、 実 験 例 ９ は 約 20分 の １ に な っ て お り 、 安 価 で あ る に も か か わ ら ず 、 選 択 的 な 精 製 が 可
能 と な っ た 。 ま た 、 特 開 2001－ 8695で は 、 果 汁 か ら 回 収 さ れ た の レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 約 13
mg/kgで あ る の に 対 し て 、 当 該 特 許 で は イ タ ド リ 根 か ら 回 収 さ れ た レ ス ベ ラ ト ロ ー ル は 抽
出 液 中 に 約 200mg/kg含 有 し て お り 、 乾 燥 イ タ ド リ 根 か ら 約 ２ g/kgと 高 濃 度 を 得 る こ と が で
き た こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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図 ３ に 実 験 例 １ ０ ： 右 、 実 験 例 １ １ ： 中 央 、 未 処 理 抽 出 液 ： 左 の 概 観 写 真 を 示 し た 。 こ の
よ う に 着 色 の 軽 減 が 十 分 な さ れ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
実 験 例 １ ２ ： 実 使 用 に お け る 確 認
男 女 ２ ０ 名 に 、 処 方 例 １ 及 び 実 験 例 １ ０ で 得 た 処 理 液 を 未 処 理 の イ タ ド リ 根 50％ エ タ ノ ー
ル 抽 出 液 に 置 き 換 え た 化 粧 水 を 塗 布 し て 使 用 性 の 評 価 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 表 ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ３ 】
表 ９ の 結 果 か ら 、 未 処 理 イ タ ド リ 根 50％ エ タ ノ ー ル 抽 出 液 は 、 色 ・ 匂 い と も 評 価 は あ ま り
よ く な い が 、 当 該 特 許 の 精 製 を 行 っ た 処 理 液 を 使 用 し た 処 方 例 １ は 、 非 常 に 良 好 な 評 価 を
得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
＜ 処 方 例 １ ＞ 化 粧 水                                     
（ 重 量 ％ ）
実 験 例 １ ０ の 処 理 液 　 　 　    　 　  　 　 　                 

20.0
  ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ ン モ ノ ラ ウ レ ー ト (20E.0.)      1.5
  1,3-ブ チ レ ン グ リ コ ー ル                                 
 5.0
　 グ リ セ リ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3.0
  防 腐 剤 ・ 酸 化 防 止 剤                                     
適 量
  香 料                                                   
適 量
　 精 製 水                         
                        残 部
　 合 計 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100.0
【 ０ ０ ５ ５ 】
＜ 処 方 例 ２ ＞ 化 粧 用 ク リ ー ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 重 量 ％ ）
　 実 験 例 １ １ の 処 理 液 　 　 　    　 　  　 　 　                 
  0.1
  ミ ツ ロ ウ                                                 
2.0
  ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル                                     
5.0
  ス テ ア リ ン 酸                                             
8.0
  ス ク ワ ラ ン                                              
10.0
  自 己 乳 化 型 グ リ セ リ ル モ ノ ス テ ア レ ー ト                     
3.0
  ポ リ オ キ シ エ チ レ ン セ チ ル エ ー テ ル （ 20E.0.）               
1.0
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  プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル                                    
 5.0
  水 酸 化 カ リ ウ ム                                           
0.3
  香 料                                                    
適 量  
  防 腐 剤 ・ 酸 化 防 止 剤                                      
適 量
  精 製 水                                                  
残 部
合 計 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100.0
【 ０ ０ ５ ６ 】
＜ 処 方 例 ３ ＞ 乳 液 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      
（ 重 量 ％ ）
実 験 例 １ ０ の 処 理 液 　  　 　    　 　  　 　 　                 
 5.0
 
ス ク ワ ラ ン                                               
8.0
 
ワ セ リ ン                                                 
2.0
 
ミ ツ ロ ウ                                    
             0.5
 
ソ ル ビ タ ン セ ス キ オ レ エ ー ト                               
0.8
 
ポ リ オ キ シ エ チ レ ン オ レ イ ル エ ー テ ル （ 20E.0.）             
1.2
 
カ ル ボ キ シ ビ ニ ル ポ リ マ ー                                 
0.2
 
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル                                     
0.5
 
水 酸 化 カ リ ウ ム                                
           0.1
 
エ タ ノ ー ル                                               
7.0
 
香 料                                                    
適 量
 
防 腐 剤 ・ 酸 化 防 止 剤                                      
適 量
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精 製 水                                                  
残 部
合 計  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100.0
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
イ タ ド リ 根 に 多 量 に 存 在 す る ス テ ィ ル ベ ン 化 合 物 で あ る レ ス ベ ラ ト ロ ー ル を ， 安 価 に 選 択
的 且 つ 効 率 良 く 濃 縮 ・ 回 収 す る こ と が で き る た め 、 こ れ ま で 着 色 等 の 問 題 で 配 合 量 に 制 限
の あ っ た 外 用 剤 に 応 用 が 可 能 で あ り 、 化 粧 料 へ の 広 範 囲 な 適 用 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 イ タ ド リ 根 抽 出 物 の 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ の チ ャ ー ト 図 。
【 図 ２ 】 レ ス ベ ラ ト ロ ー ル ト イ タ ド リ 根 抽 出 物 の 着 色 物 の 吸 収 ピ ー ク を 比 較 し た 図 。
【 図 ３ 】 未 精 製 の イ タ ド リ 根 抽 出 物 と 実 施 例 の 方 法 で 精 製 し た イ タ ド リ 根 抽 出 物 の 着 色 状
態 を 比 較 し た 図 。 （ 実 施 例 １ ０ 及 び 実 施 例 １ １ ）
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